
 

 

習志野市新清掃工場建設事業に係る環境影響評価方法書に対する 

環境の保全の見地からの意見 

 

【総論】 

１ 環境保全措置について 

  計画施設に係る環境の保全に関する最新の知見を収集し、大気汚染物質や温室効

果ガス等の排出を可能な限り低減するような最良の技術の導入を検討した上で、環

境保全措置を適切に講ずること。 

 

２ 処理方式について 

  方法書において示された処理方式は一つに絞り込まれていないことから、処理方

式の決定に当たっては、可能な限り環境に配慮した方式を選ぶこと。また、選定し

た処理方式における当該施設の運転条件を明らかにした上で、最も環境に影響を与

える場合を想定した予測及び評価を実施すること。 

 

【各論】 

１ 大気質 

大気汚染物質の排出を可能な限り低減するため、利用可能な最良の排出ガス処理

施設を導入するよう努めること。 

 

２ 動物 

  対象事業実施区域内でチョウゲンボウが確認されていることから、その周辺にお

ける生息状況を的確に把握することができるように配慮すること。 

 

３ 温室効果ガス等 

（１）国等が掲げる温室効果ガスの削減目標等を踏まえ、エネルギーの有効活用に努

めること。 

（２）発電量当たりの温室効果ガス排出量を他の類似施設と併せて整理し、温室効果

ガス排出量が低減されているかどうかの評価を適切に行うこと。 
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